
 

 

 

 

 

 

寄 

付 

金 

 
令
和
４
年
１
月
13
日
よ
り
令
和
４
年
３
月
13
日
ま

で
の
間
に
、
次
の
方
々
よ
り
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

◆
香
典
返
し
寄
付 

・
中
原
地
区 

馬
場 

 
 

 

伊
東 

正
子 
様
（
故 

三
宅
イ
ツ
ノ 

様
） 

・
板
屋
地
区 

板
屋 

 
 

室
井 

昭
博 

様
（
故  
節
子 

様
） 

・
小
石
原
南
区 

南
の
原 

 
 

田
中 

由
美
子 

様
（
故 

好
治 

様
） 

・
東
福
井
地
区 

原 

 
 

仲
道 

代
資
子 

様
（
故 

光
彦 

様
） 

・
大
行
司
地
区 

大
行
司
西 

 
 

利
光 

浩
一 

様
（
故 

洋
一 

様
） 

・
板
屋
地
区 

迫 

 
 

諌
山 

秀
樹 

様
（
故 

悠
紀
子 

様
） 

・
岩
屋
地
区 

栗
木
野 

 
 

井
上 

豊
己 

様
（
故 

ハ
ル
子 

様
） 

・
岩
屋
地
区 

下
鶴 

 
 

井
上 

健
司 

様
（
故 

良
子 

様
） 

 

 

故
人
と
な
ら
れ
ま
し
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り 

い
た
し
ま
す
。 

 

◆
一
般
寄
付 

  

・
妙
隆
寺
檀
信
徒
会 

様 

妙
隆
寺
の
檀
信
徒
の
方
々
が
寒
行
を
行
わ
れ
、
そ
の

浄
財
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 こ
の
寄
付
金
は
、
村
内
の
社
会
福
祉
事
業
の
た
め
大
切

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

シ
ル
バ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
の
開
催 

  

令
和
３
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
、
社
協
事
業
の
延
期
や
事
業

内
容
を
変
更
す
る
な
ど
の
対
応
を
行
な
い
な

が
ら
各
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

各
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
と
の
共
催
で
実
施
を

予
定
し
て
い
ま
し
た
、
シ
ル
バ
ー
ク
ッ
キ
ン

グ
教
室
と
健
康
運
動
教
室
に
つ
き
ま
し
て

も
、
延
期
な
ど
の
影
響
で
会
員
の
方
々
に
は

大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
。 

 

今
年
度
最
後
と
な
る
シ
ル
バ
ー
ク
ッ
キ
ン

グ
教
室
を
、
３
月
１０
日
（
木
）
に
福
寿
会
で

開
催
し
ま
し
た
。
講
師
と
し
て
、
管
理
栄
養
士

の
床
嶋
純
子
先
生
に
お
越
し
い
た
だ
き
、「
ほ

っ
て
お
く
と
怖
い
生
活
習
慣
病
～
高
血
圧
と

食
事
～
」
と
い
う
演
題
で
お
話
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

例
年
で
す
と
、
講
演
の
あ
と
調
理
実
習
を

行
い
、
そ
の
後
皆
さ
ん
一
緒
に
会
食
と
の
流

れ
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
会
話
し
な
が
ら

の
会
食
は
ま
だ
ま
だ
難
し
い
状
況
で
す
の

で
、
講
演
の
み
の 

開
催
と
な
っ
て
い 

ま
す
。 

早
く
皆
さ
ん
一 

緒
に
、
会
話
し
な 

が
ら
楽
し
い
会
食 

が
で
き
る
日
が
来 

る
こ
と
を
願
う
ば 

か
り
で
す
。 

 

あ
な
た
の
お
口
見
守
り
隊
事
業 

 

令
和
３
年
度
の
口
腔
機
能
向
上
事
業
は
、
い
き
い
き

サ
ロ
ン
３
ヶ
所
（
鶴
窓
会
・
奥
畑
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
・
し

ゃ
べ
ら
ん
会
）
で
口
腔
講
話
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
中

で
口
腔
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し
、
必
要
な
方
に
は
訪
問
指

導
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
毎
月
１
回
、
歯
科
衛
生
士
の
樋

口
先
生
が
訪
問
さ
れ
、
歯
磨 

き
指
導
や
口
腔
体
操
な
ど
を 

行
な
っ
て
い
ま
す
。
利
用
者 

の
方
々
か
ら
も
、
歯
科
衛
生 

士
さ
ん
が
自
宅
に
訪
問
し
て 

く
れ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
い 

ろ
い
ろ
と
お
口
の
相
談
が
個 

別
に
で
き
る
と
、
と
て
も
好 

評
で
す
。
来
年
度
も
実
施
予 

定
で
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。 

高
齢
者
大
学
の
開
催 

 

令
和
３
年
度
の
高
齢
者
大
学
に
つ
き
ま
し
て
も
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
延
期
や
中
止

を
す
る
な
ど
の
対
応
を
行
な
い
ま
し
た
。
１
月
の
高
齢

者
大
学
は
、
１２
日
に
い
ず
み
館
で
講
師
に
福
岡
県
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
よ
り
、
緒
方
さ
ん
と
高
宮
さ
ん
に

お
越
し
い
た
だ
き
、「
体
を
動
か
す
楽
し
さ
を
体
験
し
よ

う
」
と
題
し
、
講
話
と
レ
ク
リ
エ
ー 

シ
ョ
ン
を
行
な 

い
ま
し
た
。
コ 

ロ
ナ
禍
で
運
動 

す
る
機
会
も
減 

る
な
か
、
皆
さ 

ん
で
楽
し
く
体 

を
動
か
す
こ
と 

が
で
き
ま
し
た
。 

 

ミ
ニ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集 

～
あ
な
た
の
豊
富
な
経
験
や
知
識
、 

技
能
を
い
か
し
ま
せ
ん
か
～ 

  

東
峰
村
ミ
ニ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
村
内
に
居
住
す
る
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
、
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
方
を
対
象
に

会
員
を
募
集
し
ま
す
。 

豊
富
な
経
験
や
知
識
を
い
か
し
、
生
き
が
い

づ
く
り
や
仲
間
づ
く
り
、
地
域
社
会
の
活
性

化
に
貢
献
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

 

◆
会
員
に
な
る
に
は 

 

東
峰
村
に
お
住
ま
い
で
、
お
お
む
ね
60
歳

以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
。（
入
会

時
に
年
会
費
千
円
が
必
要
で
す
） 

 

◆
仕
事
の
内
容
に
つ
い
て 

 

地
域
の
家
庭
や
、
企
業
、
公
共
団
体
な
ど
か

ら
依
頼
さ
れ
た
仕
事
を
セ
ン
タ
ー
が
請
負
、

会
員
の
方
へ
依
頼
し
ま
す
。 

会
員
は
、
引
き
受
け
た
仕
事
を
完
成
ま
た

は
遂
行
し
、
そ
の
仕
事
の
内
容
に
よ
っ
て
配

分
金
を
受
け
取
り
ま
す
。 

主
に
、
草
刈
り
作
業
や
庭
周
り
の
除
草
作

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 ◆
お
問
い
合
わ
せ 

 

東
峰
村
ミ
ニ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

（
事
務
局
：
東
峰
村
社
会
福
祉
協
議
会
） 

電
話 

７
４―

２
０
１
２ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る 

一
時
的
な
生
活
資
金
の
緊
急
貸
付
に
つ
い
て 

福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
、
休
業
や
失
業
等
に
よ
り

生
活
資
金
で
お
悩
み
の
方
に
向
け
て
、
生
活
福
祉
資
金

の
う
ち
左
記
の
資
金
に
つ
い
て
特
例
貸
付
を
実
施
し
て

い
ま
す
。（
貸
付
に
は
審
査
が
あ
り
ま
す
） 

◎
緊
急
小
口
資
金
（
主
に
休
業
さ
れ
た
方
向
け
） 

■
対
象
者
：
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
、

休
業
等
に
よ
り
収
入
の
減
少
が
あ
り
、
緊
急
か
つ
一
時

的
な
生
活
維
持
の
た
め
の
貸
付
を
必
要
と
す
る
世
帯
。 

■
貸
付
上
限
額
：
２０
万
円
以
内 

■
据
置
期
間
：
１
年

以
内 

■
償
還
期
限
：
２
年
以
内 

■
貸
付
利
子
：
無

利
子 

■
保
証
人
：
不
要 

◎
総
合
支
援
資
金
（
主
に
失
業
さ
れ
た
方
等
向
け
） 

■
対
象
者
：
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
、

収
入
の
減
少
や
失
業
等
に
よ
り
生
活
に
困
窮
し
、
日
常

生
活
の
維
持
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
世
帯 

■
貸
付
上
限
額
：
・
月
２０
万
円
以
内
（
２
人
以
上
世
帯
） 

・
月
１５
万
円
以
内
（
単
身
世
帯
） 

■
貸
付
期
間
：
原

則
３
ケ
月
以
内 

■
据
置
期
間
：
１
年
以
内 

■
償
還

期
限
：
１０
年
以
内 

■
貸
付
利
子
：
無
利
子 

■
保
証

人
：
不
要 

※
今
回
の
特
例
措
置
で
は
、
償
還
時
に
お
い
て
な
お
所

得
の
減
少
が
続
く
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
償
還
を
免
除

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

 

具
体
的
な
内
容
の
お
問
合
せ
や
、
貸
付
の
ご
相
談
の

窓
口
は
東
峰
村
社
会
福
祉
協
議
会
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ま
ず
は
お
電
話
（
７
４-

２
０
１
２
）
を
お
願
い
し

ま
す
。 

※
申
請
の
受
付
期
間
は
令
和
４
年
６
月
末
ま
で
で
す
。 

 

こ
の
広
報
誌
は
共
同
募
金
の
配
分
金 

を
受
け
て
発
行
し
て
い
ま
す
。 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
解
決
事
業 

  

福
祉
施
設
・
事
業
所
や
在
宅
等
で
提
供
さ
れ
る
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
の
解
決
を
図
る
事
業
で
す
。 

 

対
象
者
は
、
現
在
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る

方
や
そ
の
家
族
の
方
、
契
約
内
容
を
把
握
さ
れ
て
い
る

方
等
で
す
。 

 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の
苦
情
に
つ
い
て
、
事
業
所

と
話
し
合
い
で
解
決
し
な
い
場
合
は
、
ご
相
談
下
さ
い
。 

 

相
談
は
無
料
で
す
。 

・
問
い
合
わ
せ
先 

 
 

福
岡
県
運
営
適
正
化
委
員
会 

事
務
局 

 
 

 
 

 

（
０
９
２-

９
１
５-

３
５
１
１
） 

毎
週
月
曜
～
金
曜 

９
時
～
１７
時 

（
※
祝
日
及
び
年
末
年
始
を
除
く
） 

生
理
用
品
の
寄
贈
を
受
け
ま
し
た 

 

一
般
社
団
法
人 

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
オ
フ
ィ
ス
福

岡 

相
談
員
の
安
武
さ
ん
が
来
局
さ
れ
生
理
用
品
の
寄

贈
を
受
け
ま
し
た
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
オ
フ
ィ
ス
福

岡
さ
ん
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
生
活
環
境
の
変
化
や

経
済
難
な
ど
困
難
を
抱
え
て 

い
る
女
性
に
対
し
て
、
相
談 

支
援
や
居
場
所
の
提
供
、
公 

的
機
関
へ
の
「
つ
な
ぎ
」
を 

含
め
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
実
施 

し
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
の 

回
復
を
支
援
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
生 

理
用
品
は
、
必
要
な
方
々
へ 

お
届
け
い
た
し
ま
す
。 

 

 

東峰村社協だより 
第９５号 

令和４年３月１５日号 

東峰村社会福祉協議会 

事務局（喜楽来館内） 

☏  0946-74-2012 



 

 

 

令和４年度 赤い羽根共同募金配分について 

事 業 名 予 算 額 

高齢者福祉活動費 ３５０,０００円 

障害児・者福祉活動費 １００,０００円 

児童・青少年福祉活動費 ２４０,０００円 

その他 １７１,９００円 

合  計 ８６１,９００円 

令和３年度 赤い羽根共同募金運動ご協力事業所 

・募金協力事業所                           （順不同・敬称略） 

（株）梶 原 組 （株）髙取焼宗家 （有）やまさん栁瀬窯元 

（有）太田熊雄製陶所 （有）福 嶋 製 陶 （有）ちがいわ窯 

（有）森 山 銘 木 （株）ヒ タ ヤ （有）坂 本 組 

（有）長澤製材所 （有）やまめ山荘 特別養護老人ホーム清和園 

（株）小石原陶の里 小石原歯科診療所 （有）つづみの里 

東峰村商工会  小石原郵便局 （有）鬼丸雪山窯元 

翁 明 窯 （株）トクノソウケン 筑前あさくら農協東峰支店 

（有）カネダイ 仲 道 建 設（株） 建 秀 産 業 

（株）オークマ宝珠山工場 （株）宝 珠 運 輸 宝珠山きのこ生産組合  

（有）井上農機商会 （有）井上石油店 朝倉森林組合東峰村事業所 

（株）宝珠山ふるさと村 特別養護老人ホーム宝珠の郷 仲道歯科医院 

（有）伊 藤 建 設 佐 々 木造 園  眞 田 建 設 

宝珠山郵便局 （株） 宝 ハートフィールドさかもと 

（株）大藪組 東峰営業所 リソースフォレスト株式会社 熊川工業（株）東峰村営業所 

（株）西日本光創 東峰村営業所 （株）オオクラ 一般社団法人 竹棚田 

 岩岡建設（株）東峰村営業所   

・募金箱設置場所 

小 石 原 庁 舎 宝 珠 山 庁 舎 い ず み 館 

小石原郵便局 宝珠山郵便局 筑前あさくら農協東峰支店 

東峰村立診療所  つづみの里農産部 小石原焼伝統産業会館 

道の駅小石原  特別養護老人ホーム清和園 特別養護老人ホーム宝珠の郷 

い ぶ き 館   

※ 図書・QUO カード募金協力者 

村議会議員・民生委員児童委員・東峰学園教職員・役場職員の方々 

※ 学校募金・・・東峰学園中学部・小学部のみなさん。 

 

 

 

令
和
３
年
度 

赤
い
羽
根
共
同
募
金
実
績
報
告 

 
昨
年
１０
月
１
日
よ
り
１２
月
３１
日
ま
で
、
村
民
の
皆

様
に
は
共
同
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

戸
別
募
金
の
取
り
ま
と
め
に
お
き
ま
し
て
は
、
各
区

長
・
連
絡
員
の
方
々
、
ま
た
法
人
・
事
業
所
募
金
に
お

き
ま
し
て
は
、
例
年
共
同
募
金
会
東
峰
村
支
会
理
事
の

方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年
度

も
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、
事
務
局
職
員
で
訪
問
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
ま
だ
収
束
の
見
え

な
い
現
状
で
、
経
済
的
に
も
厳
し
い
状
況
で
は
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
村
内
の
法
人
・
事
業
所
に
は
例
年
同

様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
た
、
今
年
度
も
東
峰
学
園
の
生
徒
の
皆
さ
ん
に
た

く
さ
ん
の
募
金
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
深
く

感
謝
致
し
ま
す
。 

令
和
３
年
度
の
募
金 

実
績
に
つ
き
ま
し
て
、 

ご
報
告
致
し
ま
す
。 

      

 

令
和
３
年
度 

赤
い
羽
根
共
同
募
金
実
績 

 

令
和
３
年
度 

募
金
総
額 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
，
〇
二
七
，
六
四
一
円 

（
令
和
２
年
度
実
績 

 

一
，
〇
五
〇
，
一
〇
七
円
） 

 

◆
内
訳 

 

・
戸
別
募
金 

 
 

 
 

 

六
二
五
，
五
〇
〇
円 

 

・
法
人
・
事
業
所
募
金 

 

三
一
七
，
〇
〇
〇
円 

 

・
学
校
募
金 

 
 

 
 

 
 

一
六
，
〇
五
九
円 

 

・
図
書
・
ク
オ
カ
ー
ド 

 
 

五
六
，
二
二
〇
円 

 

・
職
域
募
金
等 

 
 

 
 

 
 

一
二
，
八
六
二
円 

 
 

 
 

 

以
上
の
金
額
を
福
岡
県
共
同
募
金
会
へ
全
額
送
金 

し
ま
し
た
。 

 
 

  

 

 
一
般
配
分
金
を
利
用
し
た
令
和
４
年
度
福
祉
事
業  

 

令
和
４
年
度
に
東
峰
村
社
会
福
祉
協
議
会
へ
配
分

さ
れ
る
八
六
一
，
九
〇
〇
円
は
、
次
の
福
祉
事
業
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

〔
高
齢
者
福
祉
活
動
費
〕 

・
敬
老
の
日
お
祝
品
贈
呈
事
業 

・
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
交
流
事
業 

・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
活
動
助
成
事
業 

〔
障
が
い
児
・
者
福
祉
活
動
費
〕 

・
東
峰
村
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
活
動
助
成
事
業 

〔
児
童
・
青
少
年
福
祉
活
動
費
〕 

・
親
子
ふ
れ
あ
い
事
業 

・
福
祉
協
力
校
助
成
事
業 

（
東
峰
学
園
中
学
部
・
小
学
部
） 

・
東
峰
村
母
子
寡
婦
福
祉
会
活
動
助
成
事
業 

〔
住
民
全
般
福
祉
活
動
費
〕 

・
社
協
だ
よ
り
発
行
事
業 

・
心
配
ご
と
相
談
事
業 

 

 

福
岡
県
共
同
募
金
会
配
分
委
員
会
で
、
各
市
町
村

へ
の
配
分
額
が
決
定
さ
れ
ま
す
。
今
年
度
募
金
総
額

の
約
84
％
の
八
六
一
，
九
〇
〇
円
が
令
和
４
年
度

の
福
祉
活
動
事
業
費
と
し
て
東
峰
村
社
会
福
祉
協
議

会
へ
、
約
６
％
が
事
務
費
と
し
て
東
峰
村
支
会
へ
配

分
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
募
金
総
額
の
３
％
が
災
害
等

準
備
金
と
し
て
福
岡
県
共
同
募
金
会
で
積
み
立
て
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
募
金
総
額
の
約
７
％
が
広

域
配
分
と
し
て
県
内
各
福
祉
施
設
や
福
祉
団
体
な
ど

へ
配
分
さ
れ
て
い
ま
す
。 


